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１．経営戦略策定の趣旨     

  下水道や浄化槽は清潔で快適な生活環境を実現し、雨水排除による浸水被害の防除、さ

らには川、海、湖等の地球環境保全に貢献する等、私たちの生活に欠くことのできない重

要な都市基盤施設となっています。 

  近年、人口の減少傾向や少子高齢化、さらには快適でよりよい環境を求める市民ニーズ

の変化等将来の社会や自然環境に対し下水道等に期待される役割も大きく変化しようとし

ています。 

  一方、下水道等の普及率は向上したものの本格的な整備から時間が経過し、今後は老朽

化した施設の更新等計画的な対応が求められています。 

  今後も下水道事業等がその本来の目的である公共の福祉を増進しつつ、持続可能な運営

を行うためにも中長期的な経営戦略が必要となっています。 

 

２．経営の基本方針     

  下水道の整備や施設の改善には多額の資本投下を要しますが、市民に清潔で快適な生活

環境を安定的に維持するためにも、今後の事業を計画的に行う必要があります。 

  また個別排水処理施設整備事業（以下「個別排水事業」という。）については、郊外地

区の生活雑排水処理を促進し、生活環境を保持していくためにも、下水道事業同様に計画

的な事業を行う必要があります。 

  そのためにも中長期的な視点に立った事業運営が必要であり、経営の効率化及び健全化

を目指した経営戦略を策定します。 
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３．現状と課題     

（１）事業の概要  

  ① 下水道事業の現状と課題  

   名寄地区の下水道事業は、昭和46年に市街地の中心部にあたる 203haを合流式下水道

事業区域として認可を取得し、管渠整備を進めると同時に、昭和55年には、下水終末処

理場が供用を開始しました。 

   その後、昭和51年度から平成28年度までに12回の事業認可変更を行い、平成27年度末

における下水道普及率では、92.3％（名寄地区総人口比）、面整備は、全体計画1,044.0ha

に対し整備面積839.6haが完了したことにより80.4％の整備率となります。 

   風連地区では、特定環境保全公共下水道事業として、平成５年に過疎代行制度の採択

を受け下水道事業認可を取得し事業に着手し、また、平成９年には、下水処理施設であ

る浄水管理センターが供用を開始、平成27年度末における下水道普及率は、56.5％（風

連地区総人口比）、面整備では、全体計画180.8haに対し整備面積157.2haが完了し86.9％

の整備率となります。 

   水洗化普及率では、名寄地区97.3％・風連地区95.8％であり、名寄地区では、合流式

下水道の滞水池が平成20年度に完成し、雨天時における放流水質の改善が図られ、今後

は、老朽化した下水終末処理場の施設更新事業が中心となります。 

   なお、下水道整備等の積極的な普及事業も概ね完了し、今後は老朽設備更新等に変わ

ったことにより起債未償還残高も年々減少してきてはいますが、下水道経営を取り巻く

環境は一層の厳しさを増していることから、更なる経営の効率化と健全化を推進し、事

業基盤の強化を図ることが課題となっています。 

 

 ② 個別排水事業の現状と課題  

   郊外地区の浄化槽による水洗化整備は、名寄地区では平成8年度から、風連地区では平

成9年度から開始され、平成27年度末で494基の浄化槽を整備してきました。 

   概ね個別排水処理区域の半分程度整備がされてきたことから、今後とも郊外地区の環

境保全等のためにも整備をすすめていきます。 

   個別排水事業は、料金収入以上に維持管理費用が嵩むことから、今後とも下水道事業

同様に経営の健全化を図ることが課題となります。 
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（整備の計画と現況）  

 計 画 現   況 

下
水
汚
水 

処理面積 1,224.8ha(含203ha) 996.8ha（合流区域 203ha） 

処理人口         23,500人 
(名21,500/風2,000) 24,648人   （名寄22,340人・風連2,308人） 

下水道 

普及率  - 87.2%    （名寄92.3％・風連 56.5％） 

水洗化 

普及率  - 97.2％   （名寄97.3％・風連 95.8％） 

下水処理場 
名寄   9,245㎥/日 

 
風連      640㎥/日 

名  称 処理方式 処理能力 

名寄下水終末処理場 標準活性汚泥法   12,960㎥/日 

風連浄水管理センター ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｯﾁ法    893㎥/日 

下
水
雨
水 

整備面積 1,224.8ha(含203ha) 214.5 ha(分流区域)＋203 ha(合流区域 )＝ 417.5 ha 

雨水整備率  -  34.1 ％ 

個
別
排
水 

処理人口  - 1,785人 

設置基数 616基 494基 

 

③ 料金体系 

合併前の旧風連町・旧名寄市では基本水量等料金体系が異なっていたため、平成 20年

度に料金統一を行い現在に至っています。当面は現行の使用料と雨水経費等に対する一

般会計繰入金により、財源が確保される見込みでありますが、利用者負担をできるだけ

抑える努力を行うとともに、定期的に経営状況に応じた受益者負担の在り方について検

討していくことが必要であります。 

 

（下水道使用料について） 

用途 基本水量 基本料金 
（１カ月当） 

超過料金 
（1ｍ3当） 

一般用 ５ｍ3まで ７１０円 ２０６円 

浴場用 １００ｍ3まで ２，７０５円 ２５円 

臨時用 １０ｍ3まで ３，６００円 ２０６円 

※個別排水使用料は下水道使用料に準じています 

 

 

 



 

- 4 - 

 

④ 組織体制 

組織の定員管理については、効率的な組織運営に向けて組織構成・事務分掌の見直しを

行い、定員管理の適正化に取り組んできましたが、今後も組織体制・業務の効率化を継続

して取り組んでいきます。 

   

 

 

 

 

 

 

（２） 事業の動向  

  ① 将来の需要予測 

 （下水道事業） 

下水道による水洗化は、平成27年度水洗化率で97.2％（名寄地区97.3％、風連地区95.8％）

と概ね普及が完了しており、今後利用者（処理人口）の増加も見込まれないことや、節水意

識・節水技術の向上により有収水量が減少していくことが見込まれます。 

 

 

【下水道】 （単位：人、％、ｍ3）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

処理人口 25,437 25,051 24,648 24,610 24,565 24,524 24,483 24,441 24,400 24,220 24,040 23,860 23,680 23,500

水洗化率 95.9 96.6 97.2 97.6 97.8 98.0 98.2 98.4 98.6 98.8 98.9 99.0 99.1 99.2

年間有収水量 2,243,241 2,214,020 2,207,450 2,186,488 2,168,821 2,151,055 2,133,666 2,116,488 2,099,522 2,082,767 2,066,226 2,049,898 2,033,785 2,017,889

22,500

23,000

23,500

24,000

24,500

25,000

25,500

26,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

下水道処理人口（人）

2,000,000

2,050,000

2,100,000

2,150,000

2,200,000

2,250,000

2,300,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

下水道年間有収水量（ｍ3/年）

（組織図）

上
下
水
道
室

建
設
水
道
部

業務課 業務係

工務課 下水道係

下水処理場 施設管理係
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 （個別排水事業） 

郊外地区では水洗化未普及家屋がまだ多く、今後とも需要が見込まれます。

 

 
 

  

【個別排水】 （単位：人、基、ｍ3）
年度 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38

処理人口 1,732 1,752 1,785 1,824 1,864 1,905 1,947 1,990 2,034 2,079 2,125 2,172 2,220 2,269

浄化槽設置基数 474 484 494 504 516 526 536 546 556 566 576 586 596 606

有収水量 94,271 97,148 98,263 100,994 103,227 105,729 108,197 110,734 113,343 116,026 118,785 121,624 124,544 127,549

1,000
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1,400
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1,800

2,000

2,200

2,400
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② 収益的収支・資本的収支の推移 

   

（下水道事業） 

下水道事業の収益的収支は、平成26年度に消費税率改定がありましたが、料金収入や

維持管理費は概ね横ばいで推移しており、支払利息も減少していますが全体的には横ば

い傾向にあります。ただし、今後は老朽化しつつある施設・管路の維持管理のための費

用が生じることも勘案して経営のあり方を検討していく必要があります。 

資本的収支については、建設改良費では2～2.6億円程度支出が発生している他、地方

債償還金の微増等に伴い繰入金も微増傾向で推移しています。今後については、地方債

償還金が減少に転じていくものの、施設老朽化への資本の再投資が増加していくと、財

源となる地方債の残高が増加し地方債償還金についても再増加していくことが見込まれ

ます。 

 

  ○収支状況 

  

（単位：千円　税込）
H24 H25 H26 H27 H24-H27増減額 H24-27増減率

680,936 690,994 699,689 695,867 14,931 2.2

うち料金収入 416,460 414,711 419,186 419,114 2,654 0.6

165,980 143,801 171,308 143,074 ▲ 22,906 ▲ 13.8

846,916 834,795 870,997 838,941 ▲ 7,975 ▲ 0.9

358,071 339,085 369,422 344,970 ▲ 13,101 ▲ 3.7

142,484 134,414 125,101 114,827 ▲ 27,657 ▲ 19.4

うち支払利息 142,381 134,288 124,957 114,733 ▲ 27,648 ▲ 19.4

500,555 473,499 494,523 459,797 ▲ 40,758 ▲ 8.1

346,361 361,296 376,474 379,144 32,783 9.5

295,385 247,092 235,168 220,043 ▲ 75,342 ▲ 25.5

39,484 39,202 39,898 52,096 12,612 31.9

334,869 286,294 275,066 272,139 ▲ 62,730 ▲ 18.7

265,441 215,816 203,025 197,150 ▲ 68,291 ▲ 25.7

414,289 430,274 447,015 452,633 38,344 9.3

1,500 1,500 1,500 1,500 0 0.0

681,230 647,590 651,540 651,283 ▲ 29,947 ▲ 4.4

▲ 346,361 ▲ 361,296 ▲ 376,474 ▲ 379,144 ▲ 32,783 9.5

1,181,785 1,121,089 1,146,063 1,111,080 ▲ 70,705 ▲ 6.0

営業外収益収
益
的
収
支

営業収益

下水道事業費用計

経常損益

営業外費用

営業費用

下水道事業収益計

事業費総額

その他

支出計

差引不足額

収入

建設改良費

地方債償還金

資
本
的
収
支

地方債・補助金等

他会計補助金



 

- 7 - 

 

  （個別排水事業） 

個別排水事業の収益的収支は、年平均して14基ほど浄化槽が整備され、料金収入も増

加していきますが、維持管理費の増加等により繰入金についても増加となっています。 

今後も浄化槽普及が見込まれ、施設の維持管理のための費用が生じることも勘案して、

経営のあり方を検討していく必要があります。 

資本的収支の推移については、建設改良費では年19,000千円程度、地方債償還金では、

22,000千円程度が支出として発生しており、地方債償還金の増加に伴い繰入金も増加で

推移していることが見てとれます。今後についても、浄化槽の整備が進むと財源となる

地方債の残高が増加し、地方債償還金についても増加していくことが見込まれます。 

 

 ○収支状況 

 

（３） 他団体と比較した経営状況 

 別紙１ 経営比較分析表参照 

※総務省で公表しています直近の経営比較分析表を添付しています 

 

 

 

（単位：千円　税込）
H24 H25 H26 H27 H24-H27増減額 H24-27増減率

17,070 17,322 18,273 18,554 1,484 8.7

うち料金収入 17,048 17,305 18,262 18,544 1,496 8.8

38,492 39,064 39,350 39,410 918 2.4

55,562 56,386 57,623 57,964 2,402 4.3

31,099 31,942 32,583 32,571 1,472 4.7

9,132 9,082 8,945 8,631 ▲ 501 ▲ 5.5

うち支払利息 9,132 9,082 8,945 8,631 ▲ 501 ▲ 5.5

40,231 41,024 41,528 41,202 971 2.4

15,331 15,362 16,095 16,762 1,431 9.3

29,613 25,060 13,401 15,622 ▲ 13,991 ▲ 47.2

6,414 6,756 7,119 7,329 915 14.3

36,027 31,816 20,520 22,951 ▲ 13,076 ▲ 36.3

28,130 23,594 11,988 14,191 ▲ 13,939 ▲ 49.6

21,728 22,083 23,125 24,019 2,291 10.5

1,500 1,500 1,500 1,500 0 0.0

51,358 47,177 36,613 39,710 ▲ 11,648 ▲ 22.7

▲ 15,331 ▲ 15,361 ▲ 16,093 ▲ 16,759 ▲ 1,428 9.3

91,589 88,202 78,143 80,915 ▲ 10,674 ▲ 11.7

差引不足額

事業費総額

経常損益

資
本
的
収
支

地方債・補助金等

他会計補助金

収入計

建設改良費

地方債償還金

その他

支出計

収
益
的
収
支

営業収益

営業外収益

下水道事業収益計

営業費用

営業外費用

下水道事業費用計
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４．投資・財政計画     

（１） 計画検討の方針・目標及び条件 

  ① 投資・費用に関する方針・目標 

（ 投資・費用に関する検討方針） 

下水道事業の収支、財政は厳しい状態にありますが、老朽化が進む施設や管路の維持

管理を安定的に行っていくには、委託料・修繕費等の経費を一定程度増加させることが

必要であります。 

個別排水事業については、今後とも普及促進が図られていきますが、料金収入以上に

維持管理費等経費が必要となっています。 

ただし、費用の増加に伴う市民・事業者の負担増を抑えるため、今後想定される物価

上昇に際しても、継続的にコスト軽減策を講じることにより現行費用水準を維持する方

針とします。 

 

（ 投資・費用に関する目標） 

投資に関する目標として、必要な施設・管路の整備と長寿命化、維持管理を着実に行

い、安定的な事業運営につなげることを目指します。 

 

② 財源に関する方針・目標 

（ 財源に関する検討方針） 

下水道事業については施設・管路の維持管理に係る費用の増加や、老朽化する下水道

施設への再投資を賄うためには、使用料・一般会計繰入金等、様々な手段で財源を確保

することが求められます。また、繰入金については国の基準に基づき算定をし、一般会

計側の厳しい財政状況を考慮します。地方債については、各年度における地方債元利償

還金の負担を抑制・平準化していく方針とします。 

個別排水事業については、今後も普及が進み維持管理費用が増加していくため、使用

料、一般会計繰入金等で財源の確保することが求められ、下水道事業同様に一般会計側

の財政状況を考慮します。 


（財源に関する目標） 

下水道事業については、維持管理費用は料金収入と繰入金により賄い、建設改良事業

は社会資本整備総合交付金を活用し、市の負担分について地方債を充当することにより

事業をすすめます。ただし、毎年度の地方債償還金を超えない範囲で地方債を発行する

ことにより地方債残高の圧縮を図ります。 

個別排水事業についても、下水道事業同様に維持管理費用については料金収入と繰入
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金により賄い、建設改良事業においては受益者分担金と地方債により事業をすすめます。 

 

③ 計画検討の条件 

上記の方針を踏まえた検討条件は、別紙２のとおりである。 

 

（２） 投資・財政の見通し 

検討条件に基づく投資・財政計画は、別紙３のとおりであります。 

下水道事業の投資・財政計画において、当面は基準内繰入金と現行下水道使用料により

経営を維持でき、計画期間内の投資に伴う新たな地方債の借入を行っても、過去に借入し

た地方債の減少が大きいことから、地方債残高は全体としては計画期間内に減少を続けま

す。 

ただし、投資・財政計画は物価や金利の変動、水需要の変動、一般会計の状況変化に伴

う繰入金水準の見直し等が生じた場合にも、財政状況が悪化する可能性があります。こう

した事態に備えるため、建設改良費・経費の抑制に加えて、有収率の維持・向上、業務改

善、さらに水洗化率の向上や使用料・受益者負担金の収納率の向上等の取組みを継続的に

実施し、安定的な事業運営につなげていくこととします。また、状況の変化に応じて投資・

財政計画の内容についても見直しをかけ、機動的に対応をとるものとします。 

個別排水事業については、料金収入以上に維持管理経費を要する事業であり、財源の不

足分を賄う一般会計繰入金は年々増加していきます。今後とも普及が見込まれ、財源とな

る地方債の残高も増加し、地方債償還金についても増加していきます。 

今後とも下水道事業と一体的に経費の抑制、業務改善等の取組みを実施し、安定的な事

業運営につなげていくこととします。 

 

５．効率化・経営健全化の取組     

（１） 経営改革への取組 

   下水道・個別排水事業の健全な活動を推進できる体制作りに努めるとともに、コスト

縮減による業務の効率化、料金の適正化等による経営基盤の強化、民間委託の検討や組

織の見直しを行い、市民から信頼される健全な事業経営を目指します。 

 

（２） 人材育成への取組 

   これまでも業務の効率化を進める中で職員数の削減を図っていますが、そうした中で

は職員一人一人に多様な能力が求められ、職員の能力開発の重要性はますます高まって

います。 
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   今後、専門知識に関する研修や職場内研修の充実を図って一層の人材育成を行います。 

 

（３）給与の適正化 

   名寄市行財政改革推進計画に基づき実施します 

 

（４）民間活力の活用等 

 今後、老朽化施設の改良更新事業等、直接収益の増加に直結しない投資の増加が見込

まれることから、これら事業の実施にあたってはこれまで以上に効率的な執行が求めら

れます。 

このため、常に業務全般についての精査を行い、アウトソーシングの推進や業務処理

方法の改善に積極的に取り込むことにより、スリムな組織づくりを目指します。 

 

（５）公営企業会計の導入 

 平成３２年度を目標に公営企業会計を導入し、貸借対照表、損益計算書等を作成する

ことにより、わかりやい経営・財務等の情報を整理し更に的確な経営を図ります。 

 

６．経営戦略の検証・更新等     

（１） 経営戦略策定の期間等 

   平成29年度から平成38年度までの10年間とします。 

   経営戦略をもって、これまでの中期経営計画に替えるものとします。 

   収支状況や施設更新の進捗管理を的確に行っていくため、毎年度進捗管理（モニタリ

ング）を行うとともに、適正な料金のあり方とあわせて、概ね3～4年を一区切りとして

見直し（ローリング）を行い適宜更新してくこととします。 

   見直しについては、計画の進捗状況を検証・分析し、その結果を次期戦略へと反映し

ていくこととし、計画策定、実施、検証、見直しのサイクルを継続的に運用していきま

す。 

   なお、経営状況や経営戦略の点検・見直しについては、上下水道経営審議会へ報告す

るほか、広報、ホームページ等で公表します。 
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)

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

0
.5
0

0
.6
0

0
.7
0

0
.8
0

0
.9
0

1
.0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値

平
均

値

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0

0
.3
0

0
.4
0

0
.5
0

0
.6
0

0
.7
0

0
.8
0

0
.9
0

1
.0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値

平
均

値

0
.0
0

1
00
.
00

2
00
.
00

3
00
.
00

4
00
.
00

5
00
.
00

6
00
.
00

7
00
.
00

8
00
.
00

9
00
.
00

1
,0
0
0.
0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
7
51
.
47

7
05
.
48

6
03
.
47

6
53
.
62

4
87
.
21

平
均

値
9
04
.
90

7
93
.
10

7
59
.
86

7
39
.
53

7
21
.
06

7
8.
0
0

8
0.
0
0

8
2.
0
0

8
4.
0
0

8
6.
0
0

8
8.
0
0

9
0.
0
0

9
2.
0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
8
7.
4
6

8
7.
9
0

9
0.
7
9

9
0.
5
7

9
1.
1
4

平
均

値
8
2.
6
4

8
5.
4
7

8
5.
6
0

8
4.
0
5

8
4.
8
6

1
65
.
00

1
70
.
00

1
75
.
00

1
80
.
00

1
85
.
00

1
90
.
00

1
95
.
00

2
00
.
00

2
05
.
00

2
10
.
00

2
15
.
00

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
2
10
.
74

2
09
.
70

2
03
.
29

2
04
.
13

2
07
.
74

平
均

値
1
81
.
16

1
84
.
80

1
85
.
04

1
90
.
12

1
88
.
14

0
.0
0

1
0.
0
0

2
0.
0
0

3
0.
0
0

4
0.
0
0

5
0.
0
0

6
0.
0
0

7
0.
0
0

8
0.
0
0

9
0.
0
0

1
00
.
00

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
5
3.
3
0

8
6.
1
5

8
7.
3
9

9
0.
7
0

8
1.
6
7

平
均

値
6
9.
8
7

7
3.
3
1

7
3.
6
4

9
4.
0
4

9
4.
0
3

8
4.
0
0

8
6.
0
0

8
8.
0
0

9
0.
0
0

9
2.
0
0

9
4.
0
0

9
6.
0
0

9
8.
0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
9
4.
9
1

9
5.
2
4

9
5.
2
8

9
5.
9
5

9
6.
5
8

平
均

値
8
9.
4
9

9
0.
3
7

9
0.
8
9

9
0.
9
8

9
0.
2
2

②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％

)
③

流
動

比
率

(
％

)
④

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

(
％

)

⑤
経

費
回

収
率

(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(
％

)
⑧

水
洗

化
率

(
％

)

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

(
％

)
②

管
渠

老
朽

化
率

(
％

)
③

管
渠

改
善

率
(
％

)

【
7
76
.3
5】

【
9
4.
57
】

【
8
6.
58
】

【
1
42
.2
8】

【
9
6.
57
】

【
0
.1
7】

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

別紙１－１ 
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グ

ラ
フ

凡
例

当
該

団
体

値
（

当
該

値
）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
6
年

度
全

国
平

均

※
　

法
適

用
企

業
と

類
似

団
体

区
分

が
同

じ
た

め
、

収
益

的
収

支
比

率
の

類
似

団
体

平
均

等
を

表
示

し
て

い
ま

せ
ん

。
※

　
平

成
22

年
度

か
ら

平
成

25
年

度
に

お
け

る
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

当
時

の
事

業
数

を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

及
び

管
渠

改
善

率
に

つ
い

て
は

、
平

成
26

年
度

の
事

業
数

を
基

に
類

似
団

体
平

均
値

を
算

出
し

て
い

ま
す

。

全
体

総
括

　
人

口
密

度
の

低
い

地
区

で
の

生
活

排
水

処
理

に
つ

い
て

は
、

経
営

負
担

を
考

慮
し

た
中

で
、

個
別

排
水

処
理

施
設

整
備

事
業

を
選

択
し

て
き

て
い

る
。

　
事

業
と

し
て

の
経

営
効

率
は

低
い

が
、

公
平

な
市

民
生

活
を

確
保

す
る

た
め

に
不

可
欠

な
事

業
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
下

水
道

事
業

と
合

わ
せ

て
、

設
備

維
持

、
運

営
体

制
を

定
期

的
に

検
証

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

渠
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
渠

の
更

新
投

資
・

老
朽

化
対

策
の

実
施

状
況

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
使

用
料

対
象

の
捕

捉
」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
人

口
密

度
の

低
い

郊
外

地
区

な
ど

は
、

下
水

道
等

よ
り

浄
化

槽
を

整
備

す
る

ほ
う

が
投

資
効

率
は

よ
く

、
個

別
排

水
処

理
施

設
整

備
事

業
に

よ
り

生
活

雑
排

水
を

処
理

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

使
用

料
に

つ
い

て
も

下
水

道
同

様
と

し
て

い
る

。
平

成
8年

度
よ

り
事

業
開

始
さ

れ
、

平
成

26
年

度
末

に
お

い
て

48
4基

整
備

し
て

お
り

、
財

源
と

し
て

地
方

債
を

活
用

し
て

い
る

た
め

、
料

金
収

入
に

対
す

る
企

業
債

残
高

の
比

率
も

高
い

。
事

業
開

始
よ

り
20

年
程

経
過

し
、

現
在

に
つ

い
て

も
整

備
を

進
め

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
費

回
収

率
も

低
く

経
費

の
多

く
は

繰
入

金
に

よ
り

賄
わ

れ
る

。
　

今
後

に
お

い
て

も
、

適
正

な
人

槽
算

定
に

よ
り

過
剰

な
投

資
に

な
ら

な
い

よ
う

留
意

し
、

下
水

道
含

め
た

水
洗

化
率

を
高

め
て

い
く

。

「
単

年
度

の
収

支
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

－

-
該

当
数

値
な

し
6.

10
10

0.
00

3,
80

0
1,

75
2

0.
09

19
,4

66
.6

7
【

】

54
.3

7
■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

法
非

適
用

下
水

道
事

業
個

別
排

水
処

理
L2

29
,0

99
53

5.
20

経
営

比
較

分
析

表
北

海
道

　
名

寄
市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

0
.0
0

0
.1
0

0
.2
0
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0
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0

0
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0
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.0
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0.
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0.
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1
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5
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均
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.1
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0
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0
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.9
0
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.0
0

H
22

H
23
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H
26
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均

値
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益
的

収
支

比
率

(％
)
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.0
0

0
.1
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0
.2
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0
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0
.6
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0
.7
0

0
.8
0

0
.9
0

1
.0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値

平
均

値

0
.0
0

5
00
.
00

1
,0
0
0.
0
0

1
,5
0
0.
0
0

2
,0
0
0.
0
0

2
,5
0
0.
0
0

3
,0
0
0.
0
0

3
,5
0
0.
0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
2
,9
7
6.
7
2

2
,9
4
0.
7
0

2
,9
1
4.
4
2

2
,8
6
6.
9
3

2
,6
4
9.
7
2

平
均

値
9
46
.
72

9
42
.
55

8
25
.
66

7
99
.
41

7
01
.
33

4
6.
0
0

4
8.
0
0

5
0.
0
0

5
2.
0
0

5
4.
0
0

5
6.
0
0

5
8.
0
0

6
0.
0
0

6
2.
0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
6
0.
0
1

5
9.
1
2

5
4.
7
6

5
3.
9
6

5
5.
8
6

平
均

値
5
4.
3
4

5
5.
2
6

5
3.
5
7

5
1.
5
7

5
3.
4
8

0
.0
0

5
0.
0
0

1
00
.
00

1
50
.
00

2
00
.
00

2
50
.
00

3
00
.
00

3
50
.
00

4
00
.
00

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
3
10
.
74

3
11
.
72

3
34
.
93

3
40
.
21

3
36
.
50

平
均

値
2
73
.
09

2
53
.
28

2
75
.
01

2
82
.
50

2
77
.
29

3
8.
0
0

4
0.
0
0

4
2.
0
0

4
4.
0
0

4
6.
0
0

4
8.
0
0

5
0.
0
0

5
2.
0
0

5
4.
0
0

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
4
7.
1
4

4
6.
2
8

4
5.
0
4

4
3.
9
5

4
4.
5
6

平
均

値
5
0.
0
0

4
5.
5
7

4
5.
3
3

4
8.
6
9

5
2.
5
2

0
.0
0

2
0.
0
0

4
0.
0
0

6
0.
0
0

8
0.
0
0

1
00
.
00

1
20
.
00

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

当
該

値
1
00
.
00

1
00
.
00

1
00
.
00

1
00
.
00

1
00
.
00

平
均

値
7
6.
5
8

8
5.
4
1

8
7.
3
0

8
7.
4
2

8
4.
9
4

②
累

積
欠

損
金

比
率

(％
)

③
流

動
比

率
(％

)
④

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

(％
)

⑤
経

費
回

収
率

(％
)

⑥
汚

水
処

理
原

価
(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(％

)
⑧

水
洗

化
率

(％
)

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

(％
)

②
管

渠
老

朽
化

率
(
％

)
③

管
渠

改
善

率
(％

)

【
7
21
.2
4】

【
8
0.
29
】

【
5
2.
19
】

【
2
93
.6
9】

【
5
2.
31
】

【
-】

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し

該
当

数
値

な
し
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投資財政計画検討条件

（社会的条件）

　平成29年度以降毎年１％物価上昇を想定する

　平成30年10月以降を10％、それ以前については8％とする

（投資・費用試算条件）

職員給与費
　平成29年度予算要求をベースに、過去推移等から次のとおり毎年上昇と想定する。給
料：1.00205　職員手当：1.00266　共済費：1.07032

委託料・修繕費等 　施設・管路の老朽状況と過去実績から必要とされる経費について算定

支払利息 　平成27年度借入までの実績と、平成28年度以降の借入見込みにより算定

その他 　過去実績により経費について算定

建設改良費

　（下水）汚水管渠・処理場・ポンプ場の長寿命化に国庫補助金・単独費あわせて2.5億円
程度算定
　（個排）生活排水処理基本計画に基づき、浄化槽設置予定基数を平成29年度は12基、平
成30年度以降は10基とする。

地方債償還金 平成27年度借入までの実績と、平成28年度以降の借入見込みにより算定

その他 過去実績により経費について算定

（財源試算条件）

下水道使用料 過去実績から推計

他会計負担金・補助金 総務省の示す算定基準に基づき基準内繰入金額を推計

その他 過去実績から推計

地方債
建設改良費に基づき地方債を推計。償還期間については概ね15年とし、利率については
0.1％とする。

他会計負担金・補助金
総務省の示す算定基準に基づき基準内繰入金額を推計するほか、建設改良費に対する基
準外繰入額を算定。

国補助金 建設改良費に係る国庫補助基準に基づき算定

その他 過去実績から推計

収
益
的
支
出

資
本
的
支
出

収
益
的
収
入

資
本
的
収
入

物価上昇率

消費税率

別紙 ２ 
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（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

前
々

年
度

前
年

度

区
分

（
決

算
）

決
算

見
込

1
(A
)
8
3
8
,9
4
1
8
3
0
,4
5
8
9
1
6
,2
4
2
8
9
8
,2
0
9
8
8
8
,1
3
5
8
8
5
,4
6
1
9
3
5
,0
3
4
8
2
7
,9
1
9
8
1
0
,4
1
8
7
9
4
,5
3
5
7
7
9
,7
2
5
7
7
3
,9
5
8

（
１

）
(B
)
6
9
5
,8
6
7
6
6
4
,6
5
5
6
8
2
,8
1
3
6
7
6
,5
9
4
6
7
4
,2
8
2
6
7
5
,1
0
7
6
8
7
,0
9
2
6
5
1
,9
3
7
6
4
3
,6
5
6
6
3
5
,7
8
9
6
2
8
,2
9
9
6
2
3
,5
0
5

ア
4
1
9
,1
1
4
4
0
7
,5
5
6
4
0
7
,7
6
1
4
0
6
,8
5
9
4
0
7
,4
8
0
4
0
9
,0
8
4
4
0
6
,1
2
3
4
0
3
,0
6
7
3
9
9
,9
6
5
3
9
6
,8
4
7
3
9
3
,7
3
6
3
9
0
,6
4
5

イ
(C
)

ウ
2
7
6
,7
5
3
2
5
7
,0
9
9
2
7
5
,0
5
2
2
6
9
,7
3
5
2
6
6
,8
0
2
2
6
6
,0
2
3
2
8
0
,9
6
9
2
4
8
,8
7
0
2
4
3
,6
9
1
2
3
8
,9
4
2
2
3
4
,5
6
3
2
3
2
,8
6
0

（
２

）
1
4
3
,0
7
4
1
6
5
,8
0
3
2
3
3
,4
2
9
2
2
1
,6
1
5
2
1
3
,8
5
3
2
1
0
,3
5
4
2
4
7
,9
4
2
1
7
5
,9
8
2
1
6
6
,7
6
2
1
5
8
,7
4
6
1
5
1
,4
2
6
1
5
0
,4
5
3

ア
1
4
2
,9
9
3
1
6
5
,0
8
1
2
3
3
,3
8
8
2
2
1
,5
7
4
2
1
3
,8
1
2
2
1
0
,3
1
3
2
4
7
,9
0
1
1
7
5
,9
4
1
1
6
6
,7
2
1
1
5
8
,7
0
5
1
5
1
,3
8
5
1
5
0
,4
1
2

イ
8
1

7
2
2

4
1

4
1

4
1

4
1

4
1

4
1

4
1

4
1

4
1

4
1

２
(D
)
4
5
9
,7
9
7
4
4
7
,4
7
1
5
1
1
,2
4
9
5
0
5
,0
0
4
5
0
2
,0
1
2
4
9
1
,4
2
4
5
5
0
,6
0
3
4
5
6
,4
2
4
4
5
4
,0
6
1
4
4
6
,9
3
1
4
5
1
,4
8
1
4
5
5
,2
6
6

（
１

）
3
4
4
,9
7
0
3
4
1
,7
1
5
4
1
2
,0
3
4
4
1
6
,8
2
8
4
2
2
,3
3
6
4
1
9
,6
6
4
4
8
6
,9
0
2
4
0
0
,5
9
7
4
0
5
,7
4
9
4
0
5
,2
8
6
4
1
3
,0
8
3
4
1
8
,9
5
0

ア
7
0
,7
8
3

6
6
,5
4
3

7
3
,0
2
8

7
4
,0
7
1

7
5
,1
8
0

7
6
,3
5
8

7
7
,6
0
9

7
8
,9
3
8

8
0
,3
5
2

8
1
,8
5
6

8
3
,4
5
7

8
5
,1
6
2

イ
2
7
4
,1
8
7
2
7
5
,1
7
2
3
3
9
,0
0
6
3
4
2
,7
5
7
3
4
7
,1
5
6
3
4
3
,3
0
6
4
0
9
,2
9
3
3
2
1
,6
5
9
3
2
5
,3
9
7
3
2
3
,4
3
0
3
2
9
,6
2
6
3
3
3
,7
8
8

（
２

）
1
1
4
,8
2
7
1
0
5
,7
5
6

9
9
,2
1
5

8
8
,1
7
6

7
9
,6
7
6

7
1
,7
6
0

6
3
,7
0
1

5
5
,8
2
7

4
8
,3
1
2

4
1
,6
4
5

3
8
,3
9
8

3
6
,3
1
6

ア
1
1
4
,7
3
3
1
0
5
,4
5
5

9
8
,9
1
4

8
7
,8
7
5

7
9
,3
7
5

7
1
,4
5
9

6
3
,4
0
0

5
5
,5
2
6

4
8
,0
1
1

4
1
,3
4
4

3
8
,0
9
7

3
6
,0
1
5

9
4
7

1
,5
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

イ
9
4

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

3
0
1

３
(E
)
3
7
9
,1
4
4
3
8
2
,9
8
7
4
0
4
,9
9
3
3
9
3
,2
0
5
3
8
6
,1
2
3
3
9
4
,0
3
7
3
8
4
,4
3
1
3
7
1
,4
9
5
3
5
6
,3
5
7
3
4
7
,6
0
4
3
2
8
,2
4
4
3
1
8
,6
9
2

1
(F
)
2
7
2
,1
3
9
2
4
8
,4
3
4
2
6
0
,6
8
5
2
3
5
,1
1
7
2
7
0
,3
5
0
2
8
8
,1
2
2
2
8
5
,6
8
2
2
8
9
,0
1
5
2
9
4
,4
3
7
2
8
2
,8
6
4
2
8
7
,2
9
3
2
9
4
,7
2
1

（
１

）
1
3
3
,9
0
0
1
2
2
,8
0
0
1
1
4
,7
0
0
1
0
3
,3
4
5
1
2
6
,5
0
7
1
2
3
,0
8
6
1
2
7
,2
8
1
1
3
0
,9
9
1
1
2
1
,7
1
6
1
2
8
,9
5
5
1
3
0
,2
0
7
1
3
3
,4
7
1

（
２

）
5
2
,0
9
6

4
4
,6
7
2

4
7
,6
8
6

4
7
,7
7
0

4
1
,8
4
1

5
2
,0
3
4

4
5
,8
9
9

4
5
,0
2
2

5
7
,2
1
9

4
4
,4
0
7

4
4
,5
8
4

4
5
,2
4
8

（
３

）

（
４

）

（
５

）
8
4
,1
9
1

7
8
,8
2
9

9
6
,1
0
0

8
2
,0
0
0
1
0
0
,0
0
0
1
1
1
,0
0
0
1
1
0
,5
0
0
1
1
1
,0
0
0
1
1
3
,5
0
0
1
0
7
,5
0
0
1
1
0
,5
0
0
1
1
4
,0
0
0

（
６

）
4
5
2

6
3
3

6
9
9

5
0
2

5
0
2

5
0
2

5
0
2

5
0
2

5
0
2

5
0
2

5
0
2

5
0
2

（
７

）
1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

２
(G
)
6
5
1
,2
8
3
6
3
1
,4
2
1
6
6
5
,6
7
8
6
2
8
,3
2
2
6
5
6
,4
7
3
6
8
2
,1
5
9
6
7
0
,1
1
3
6
6
0
,5
1
0
6
5
0
,7
9
4
6
3
0
,4
6
8
6
1
5
,5
3
7
6
1
3
,4
1
3

（
１

）
1
9
7
,1
5
0
1
7
2
,1
4
0
2
1
0
,1
5
8
1
8
6
,4
5
8
2
2
2
,6
6
4
2
4
1
,8
8
0
2
4
1
,0
8
4
2
4
5
,3
0
0
2
5
2
,5
2
8
2
4
0
,7
7
0
2
4
5
,0
2
7
2
5
2
,2
9
9

8
,0
5
4

4
,5
3
7

6
,8
8
9

6
,9
8
6

7
,0
8
9

7
,1
9
9

7
,3
1
6

7
,4
4
0

7
,5
7
2

7
,7
1
3

7
,8
6
3

8
,0
2
3

（
２

）
(H
)
4
5
2
,6
3
3
4
5
7
,7
8
1
4
5
4
,0
2
0
4
4
0
,3
6
4
4
3
2
,3
0
9
4
3
8
,7
7
9
4
2
7
,5
2
9
4
1
3
,7
1
0
3
9
6
,7
6
6
3
8
8
,1
9
8
3
6
9
,0
1
0
3
5
9
,6
1
4

（
３

）

（
４

）

（
５

）
1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

３
(I
)

△
 3

7
9
,1

4
4

△
 3

8
2
,9

8
7

△
 4

0
4
,9

9
3

△
 3

9
3
,2

0
5

△
 3

8
6
,1

2
3

△
 3

9
4
,0

3
7

△
 3

8
4
,4

3
1

△
 3

7
1
,4

9
5

△
 3

5
6
,3

5
7

△
 3

4
7
,6

0
4

△
 3

2
8
,2

4
4

△
 3

1
8
,6

9
2

(F
)-
(G
)

固
定

資
産

売
却

代
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

資 　 本 　 的 　 収 　 支

資 本 的 収 入

資
本

的
収

入

地
方

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

資 本 的 支 出

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
金

返
還

金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

そ
の

他

収
支

差
引

営
業

外
費

用

支
払

利
息

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

収
支

差
引

(A
)-
(D
)

収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 収 入

総
収

益

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

外
収

益

他
会

計
繰

入
金

そ
の

他

収 益 的 支 出

総
費

用

営
業

費
用

職
員

給
与

費

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

下
水

道
　

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

本
年

度
3
0
年

度
3
1
年

度
3
2
年

度
3
3
年

度
3
4
年

度
3
5
年

度
3
6
年

度
3
7
年

度
3
8
年

度 

  

別紙３－１ 
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（
単

位
：
千

円
，

％
）

(J
)

(K
)

(L
)

(M
)

(N
)

(O
)

(P
)

(Q
)

(Q
)

(B
)-
(C
)

(A
)

(D
)+
(H
)

(S
)
6
9
5
,8
6
7
6
6
4
,6
5
5
6
8
2
,8
1
3
6
7
6
,5
9
4
6
7
4
,2
8
2
6
7
5
,1
0
7
6
8
7
,0
9
2
6
5
1
,9
3
7
6
4
3
,6
5
6
6
3
5
,7
8
9
6
2
8
,2
9
9
6
2
3
,5
0
5

（
T
)

(U
)

(V
)

(W
)

(X
)
5
,3
4
9
,3
5
1
5
,0
1
4
,3
7
0
4
,6
7
5
,0
5
0
4
,3
3
8
,0
3
1
4
,0
3
2
,2
2
9
3
,7
1
6
,5
3
6
3
,4
1
6
,2
8
8
3
,1
3
3
,5
6
9
2
,8
5
8
,5
1
9
2
,5
9
9
,2
7
6
2
,3
6
0
,4
7
3
2
,1
3
4
,3
3
0

○
他

会
計

繰
入

金

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
分

（
決

算
）

決
算

見
込

4
1
9
,6
3
0
4
2
2
,1
1
5
5
0
8
,3
3
5
4
9
1
,2
1
9
4
8
0
,5
0
4
4
7
6
,2
4
6
5
2
8
,7
6
0
4
2
4
,7
2
1
4
1
0
,3
0
2
3
9
7
,5
5
7
3
8
5
,8
3
8
3
8
3
,1
8
2

4
1
9
,6
3
0
4
2
2
,1
1
5
5
0
8
,3
3
5
4
9
1
,2
1
9
4
8
0
,5
0
4
4
7
6
,2
4
6
5
2
8
,7
6
0
4
2
4
,7
2
1
4
1
0
,3
0
2
3
9
7
,5
5
7
3
8
5
,8
3
8
3
8
3
,1
8
2

5
2
,0
9
6

4
4
,6
7
2

4
7
,6
8
6

4
7
,7
7
0

4
1
,8
4
1

5
2
,0
3
4

4
5
,8
9
9

4
5
,0
2
2

5
7
,2
1
9

4
4
,4
0
7

4
4
,5
8
4

4
5
,2
4
8

3
7
,1
6
9

4
0
,0
9
4

4
1
,9
2
7

4
0
,4
1
4

3
9
,7
7
9

3
8
,6
5
6

3
7
,3
1
7

3
6
,7
2
4

3
5
,1
9
3

3
5
,6
3
9

3
6
,0
5
9

3
6
,4
5
1

1
4
,9
2
7

4
,5
7
8

5
,7
5
9

7
,3
5
6

2
,0
6
2

1
3
,3
7
8

8
,5
8
2

8
,2
9
8

2
2
,0
2
6

8
,7
6
8

8
,5
2
5

8
,7
9
7

4
7
1
,7
2
6
4
6
6
,7
8
7
5
5
6
,0
2
1
5
3
8
,9
8
9
5
2
2
,3
4
5
5
2
8
,2
8
0
5
7
4
,6
5
9
4
6
9
,7
4
3
4
6
7
,5
2
1
4
4
1
,9
6
4
4
3
0
,4
2
2
4
2
8
,4
3
0

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

3
7
年

度
3
8
年

度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

3
1
年

度
3
2
年

度
3
3
年

度
3
4
年

度
3
5
年

度
3
6
年

度
3
0
年

度

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(（
T
）
/
（
V

）
×
1
0
0
)

他
会

計
借

入
金

残
高

地
方

債
残

高

本
年

度

健
全

化
法

施
行

令
第
1
7
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

9
5

9
5

9
5

9
5

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B
)-
(C
)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
((
R
)/
(S
)×
1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第
1
6
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
健

全
化

法
施

行
規

則
第

６
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

9
5

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
6

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
(R
)

9
2

9
5

9
5

9
5

9
5

9
6

9
2

）

収
益

的
収

支
比

率
（

×
1
0
0

）

赤
字

比
率

（
×
1
0
0

実
質

収
支

黒
字

(N
)-
(O
)

赤
字

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源

収
支

再
差

引
(E
)+
(I
)

下
水

道
　

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

(J
)-
(K
)+
(L
)-
(M
)
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（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

前
々

年
度

前
年

度

区
分

（
決

算
）

決
算

見
込

1
(A
)

5
7
,9
6
4

6
0
,6
2
8

6
3
,9
9
4

6
4
,1
3
0

6
5
,3
9
4

6
6
,0
5
0

6
7
,1
4
1

6
7
,9
6
2

6
8
,3
3
1

6
9
,0
9
7

6
9
,4
0
9

7
0
,9
7
5

（
１

）
(B
)

1
8
,5
5
4

1
8
,0
5
2

1
9
,3
2
6

1
9
,7
8
4

2
0
,4
0
4

2
1
,1
0
9

2
1
,6
0
2

2
2
,1
0
8

2
2
,6
2
9

2
3
,1
6
5

2
3
,7
1
5

2
4
,2
8
2

ア
1
8
,5
4
4

1
8
,0
4
0

1
9
,3
1
4

1
9
,7
7
4

2
0
,3
9
4

2
1
,0
9
9

2
1
,5
9
2

2
2
,0
9
8

2
2
,6
1
9

2
3
,1
5
5

2
3
,7
0
5

2
4
,2
7
2

イ
(C
)

ウ
1
0

1
2

1
2

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

（
２

）
3
9
,4
1
0

4
2
,5
7
6

4
4
,6
6
8

4
4
,3
4
6

4
4
,9
9
0

4
4
,9
4
1

4
5
,5
3
9

4
5
,8
5
4

4
5
,7
0
2

4
5
,9
3
2

4
5
,6
9
4

4
6
,6
9
3

ア
3
9
,2
0
7

4
2
,3
5
8

4
4
,6
6
6

4
4
,3
4
4

4
4
,9
8
8

4
4
,9
3
9

4
5
,5
3
7

4
5
,8
5
2

4
5
,7
0
0

4
5
,9
3
0

4
5
,6
9
2

4
6
,6
9
1

イ
2
0
3

2
1
8

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

２
(D
)

4
1
,2
0
2

4
2
,5
6
8

4
5
,6
5
5

4
6
,1
0
3

4
5
,6
8
6

4
5
,2
0
2

4
5
,4
4
3

4
5
,6
7
1

4
6
,0
4
3

4
6
,0
2
6

4
6
,5
5
2

4
7
,0
4
1

（
１

）
3
2
,5
7
1

3
4
,2
8
1

3
7
,5
2
0

3
8
,4
7
1

3
8
,4
6
1

3
8
,4
0
7

3
9
,0
9
1

3
9
,7
6
7

4
0
,5
9
2

4
1
,0
3
2

4
2
,0
2
2

4
2
,9
8
3

ア イ
3
2
,5
7
1

3
4
,2
8
1

3
7
,5
2
0

3
8
,4
7
1

3
8
,4
6
1

3
8
,4
0
7

3
9
,0
9
1

3
9
,7
6
7

4
0
,5
9
2

4
1
,0
3
2

4
2
,0
2
2

4
2
,9
8
3

（
２

）
8
,6
3
1

8
,2
8
7

8
,1
3
5

7
,6
3
2

7
,2
2
5

6
,7
9
5

6
,3
5
2

5
,9
0
4

5
,4
5
1

4
,9
9
4

4
,5
3
0

4
,0
5
8

ア
8
,6
3
1

8
,2
8
7

8
,1
3
5

7
,6
3
2

7
,2
2
5

6
,7
9
5

6
,3
5
2

5
,9
0
4

5
,4
5
1

4
,9
9
4

4
,5
3
0

4
,0
5
8

9
0

1
5
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

イ

３
(E
)

1
6
,7
6
2

1
8
,0
6
0

1
8
,3
3
9

1
8
,0
2
7

1
9
,7
0
8

2
0
,8
4
8

2
1
,6
9
8

2
2
,2
9
1

2
2
,2
8
8

2
3
,0
7
1

2
2
,8
5
7

2
3
,9
3
4

1
(F
)

2
2
,9
4
8

2
4
,2
6
3

2
8
,8
5
3

2
5
,5
8
8

2
5
,9
8
1

2
6
,2
6
6

2
6
,6
9
5

2
6
,9
6
4

2
7
,3
3
3

2
7
,6
7
0

2
8
,0
1
0

2
8
,3
5
5

（
１

）
1
2
,7
0
0

1
3
,6
0
0

1
7
,5
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

1
4
,2
0
0

（
２

）
7
,3
2
9

7
,6
4
4

7
,9
0
2

8
,3
0
8

8
,7
0
1

8
,9
8
6

9
,4
1
5

9
,6
8
4

1
0
,0
5
3

1
0
,3
9
0

1
0
,7
3
0

1
1
,0
7
5

（
３

）

（
４

）

（
５

）

（
６

）
1
,4
1
9

1
,5
1
9

1
,9
5
1

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

1
,5
8
0

（
７

）
1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

２
(G
)

3
9
,7
1
0

4
2
,3
2
3

4
7
,1
9
2

4
3
,6
1
5

4
5
,6
8
9

4
7
,1
1
4

4
8
,3
9
3

4
9
,2
5
5

4
9
,6
2
1

5
0
,7
4
1

5
0
,8
6
7

5
2
,2
8
9

（
１

）
1
4
,1
9
1

1
5
,1
9
5

1
9
,5
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

1
5
,8
0
0

（
２

）
(H
)

2
4
,0
1
9

2
5
,6
2
8

2
6
,1
9
2

2
6
,3
1
5

2
8
,3
8
9

2
9
,8
1
4

3
1
,0
9
3

3
1
,9
5
5

3
2
,3
2
1

3
3
,4
4
1

3
3
,5
6
7

3
4
,9
8
9

（
３

）

（
４

）

（
５

）
1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

1
,5
0
0

３
(I
)

△
 1
6
,7
6
2

△
 1
8
,0
6
0

△
 1
8
,3
3
9

△
 1
8
,0
2
7

△
 1
9
,7
0
8

△
 2
0
,8
4
8

△
 2
1
,6
9
8

△
 2
2
,2
9
1

△
 2
2
,2
8
8

△
 2
3
,0
7
1

△
 2
2
,8
5
7

△
 2
3
,9
3
4

個
別

排
水

　
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

収
支

差
引

(F
)-
(G
)

そ
の

他

資 本 的 支 出

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
金

返
還

金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

そ
の

他

資 　 本 　 的 　 収 　 支

資 本 的 収 入

資
本

的
収

入

地
方

債

工
事

負
担

金

営
業

外
費

用

支
払

利
息

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

収
支

差
引

(A
)-
(D
)

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

そ
の

他

営
業

外
収

益

他
会

計
繰

入
金

そ
の

他

収 益 的 支 出

総
費

用

営
業

費
用

職
員

給
与

費

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

3
5
年

度
3
6
年

度
3
7
年

度
3
8
年

度

収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 収 入

総
収

益

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

本
年

度
3
0
年

度
3
1
年

度
3
2
年

度
3
3
年

度
3
4
年

度
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(J
)

(K
)

(L
)

(M
)

(N
)

(O
)

(P
)

(Q
)

(Q
)

(B
)-
(C
)

(A
)

(D
)+
(H
)

(S
)

1
8
,5
5
4

1
8
,0
5
2

1
9
,3
2
6

1
9
,7
8
4

2
0
,4
0
4

2
1
,1
0
9

2
1
,6
0
2

2
2
,1
0
8

2
2
,6
2
9

2
3
,1
6
5

2
3
,7
1
5

2
4
,2
8
2

（
T
)

(U
)

(V
)

(W
)

(X
)
4
7
2
,8
6
5
4
6
0
,8
3
7
4
5
2
,1
4
5
4
4
0
,0
3
0
4
2
5
,8
4
1
4
1
0
,2
2
7
3
9
3
,3
3
4
3
7
5
,5
7
9
3
5
7
,4
5
8
3
3
8
,2
1
7
3
1
8
,8
5
0
2
9
8
,0
6
1

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
分

（
決

算
）

決
算

見
込

3
9
,2
0
7

4
2
,3
5
8

4
4
,6
6
6

4
4
,3
4
4

4
4
,9
8
8

4
4
,9
3
9

4
5
,5
3
7

4
5
,8
5
2

4
5
,7
0
0

4
5
,9
3
0

4
5
,6
9
2

4
6
,6
9
1

2
5
,3
0
3

2
6
,1
9
7

2
6
,1
7
4

2
5
,3
5
9

2
6
,6
3
3

2
7
,3
4
3

2
7
,7
5
0

2
7
,8
9
5

2
7
,4
3
9

2
7
,7
6
5

2
7
,0
8
7

2
7
,6
9
2

1
3
,9
0
4

1
6
,1
6
1

1
8
,4
9
2

1
8
,9
8
5

1
8
,3
5
5

1
7
,5
9
6

1
7
,7
8
7

1
7
,9
5
7

1
8
,2
6
1

1
8
,1
6
5

1
8
,6
0
5

1
8
,9
9
9

7
,3
2
9

7
,6
4
4

7
,9
0
2

8
,3
0
8

8
,7
0
1

8
,9
8
6

9
,4
1
5

9
,6
8
4

1
0
,0
5
3

1
0
,3
9
0

1
0
,7
3
0

1
1
,0
7
5

7
,2
5
7

7
,5
6
8

7
,8
5
3

8
,2
8
8

8
,6
8
1

8
,9
6
6

9
,3
9
5

9
,6
6
4

1
0
,0
3
3

1
0
,3
7
0

1
0
,7
1
0

1
1
,0
5
5

7
2

7
6

4
9

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

4
6
,5
3
6

5
0
,0
0
2

5
2
,5
6
8

5
2
,6
5
2

5
3
,6
8
9

5
3
,9
2
5

5
4
,9
5
2

5
5
,5
3
6

5
5
,7
5
3

5
6
,3
2
0

5
6
,4
2
2

5
7
,7
6
6

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

3
6
年

度
3
7
年

度
3
8
年

度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

3
0
年

度
3
1
年

度
3
2
年

度
3
3
年

度
3
4
年

度
3
5
年

度
本

年
度

健
全

化
法

施
行

令
第
1
7
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(（
T
）
/
（
V

）
×
1
0
0
)

他
会

計
借

入
金

残
高

地
方

債
残

高

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B
)-
(C
)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
((
R
)/
(S
)×
1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第
1
6
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
健

全
化

法
施

行
規

則
第

６
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

8
7

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
6

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
(R
)

8
8

8
8

8
8

8
7

8
7

8
7

収
益

的
収

支
比

率
（

×
1
0
0

）
8
9

8
9

8
9

8
9

8
8

実
質

収
支

黒
字

(N
)-
(O
)

赤
字

赤
字

比
率

（
×
1
0
0

）

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源

収
支

再
差

引
(E
)+
(I
)

個
別

排
水

　
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

(J
)-
(K
)+
(L
)-
(M
)
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